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はしがき─ 開会のことばより

皆さま，こんにちは。深まる秋，行楽の秋ですが，しかも週末の

土曜日に，私ども中山人間科学振興財団のシンポジウムにお集まり

いただきまして，誠にありがとうございます。厚く御礼申し上げ

ます。

私どもの財団は創立 25 周年でございまして，まだ財団としては

青年期に差し掛かったところと申し上げてよいと思います。

ただ，本財団の設立者である中山三郎平氏が，本当にまだ日本が

荒廃の最中にある戦後間もなく，岩波書店から独立されて中山書店

を創設されたときには，その理念はまさしく「人間の科学」であっ

たと伺っております。

もっとも，戦後「人文科学，社会科学，自然科学」という三区

分は，大学カリキュラムの整理などに使われて，一般に親しいも

のになりましたが，そのなかの「人文科学」は「人間の科学」で

はないのか，という疑問もあり得ましょう。ただし，こうした三区

分の際の「人間科学」は，例えば英語に直したときには，決して

「科学」に相当する“science”は登場しません。“humanities”と

いうに止まることは，ご承知の通りです。反対に，英語で“human 

sciences”というと，自然人類学などのように，ヒトという生き物

を科学的に探求する学問領域を指すのが普通です。私どもの財団の

名称の英語表現には“human science”を使っておりますが，中山

三郎平氏が提唱された「人間の科学」は「人文科学」とも，また英

語本来の“human science”とも，さらには“humanities”とも完

全に同じではない斬新な提案であり，その理念を受け継ぐべきであ

ると私どもも理解しております。

きょうのシンポジウムのタイトル，「人間科学における『二人称

的アプローチ』」というのは，誠にその創設者の理念にもふさわし
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いタイトルとして私どもは大変喜んでおります。

わざわざ遠方から駆けつけてくださったパネリストの方々，詳し

いご紹介は司会の佐伯先生からしていただけると思いますが，基調

講演をしてくださるレディ先生はイギリスから，それから，私ども

に日本語の橋渡しをしてくださる當眞先生は九州から，ミニ・レク

チャーの松沢先生は京都から，そして，下條先生はアメリカからと

いうわけで，佐伯先生だけが首都圏ご在住ですが，文字通り世界の

隅々からお集り下さいました。内容も素晴しいものとなるに違いあ

りません。大変期待でわくわくしております。

皆さま方も，ぜひ楽しみながら，インフォーマティブで，しかも

刺激的である，これからのしばらくの時間をお楽しみいただければ

と思います。

ご挨拶に代えて一言申し上げました。ありがとうございます。

2016 年 10 月 29 日

中山人間科学振興財団

代表理事　村上陽一郎
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ヴ ァスデヴ ィ・レディ（Vasudevi Reddy）

英国ポ ーツマス大学発達文化心理学教授，同大学状況的行為と
コミュニケーションセンター（Centre for Situated Action and 
Communication）所長。
◉インドで大学院修士課程を修了後，英国エディンバ ラ大学に
て博士号（心理学）を取得。インドに戻り母校オスマニア大学
で 2 年間教鞭をとる。1986 年より現職。
◉著書に『驚くべ き乳幼児の心の世界―「二人称的アプローチ」
から見えてくること―』（佐伯 胖訳，ミネルヴ ァ書房，2015 年）
がある。2006 年には北海道医療大学で中野茂教授の招聘で 2 週
間の特別講義をしており，同年京都で開催された国際乳幼児学
会（ICIS）会議にも参加。2016 年には北海道で開催された日本
発達心理学会第 27 回大会で招待講演を行っている。

松沢哲郎（まつざわ・てつろう）

京都大学高等研究院特別教授。
◉ 1950 年，愛媛県松山市生まれ。1974 年，京都大学文学部哲
学科卒業，理学博士。1978 年から「アイ・プロジ ェクト」とよ
ば れるチンパンジ ーの心の研究を始め，野生チンパンジ ーの生
態調査も行う。チンパンジ ーの研究を通じて人間の心や行動の
進化的起源を探り，「比較認知科学」とよば れる新しい研究領
域を開拓した。2016 年 3 月に京都大学霊長類研究所を退職，同
年 4 月より現職。公益財団法人日本モンキーセンター所長，国
際霊長類学会会長。
◉著書に『想像するちから─チンパンジーが教えてくれた人間
の心』（岩波書店，2011 年．第 65 回毎日出版文化賞受賞，科学
ジ ャーナリスト賞 2011 受賞）など多数。1996 年中山賞特別賞，
2004 年紫綬褒章受章，2013 年に文化功労者選出。

講 演 の 動 画 は QR
コードよりご覧に
なれます．

講 演 の 動 画 は QR
コードよりご覧に
なれます．

【プロフィール & 講演ビデオ】
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下條信輔（しもじょう・しんすけ）

カリフォルニア工科大学生物・生物工学学部ボ ルティモア冠教授。
◉ 1955 年，東京生まれ。マサチューセッツ工科大学大学院修了，Ph.D
取得。東京大学大学院人文科学研究科博士課程修了。2012 年 4 月より
京都大学こころの未来研究センター特任教授。専門は知覚心理学，視
覚科学，認知神経科学。
◉『まなざしの誕生―赤ちゃん学革命』（新曜社），『サブリミナル・
マインド―潜在的人間観のゆくえ』（中公新書），『サブリミナル・イン
パクト―情動と潜在認知の現代』（ちくま新書）など著書多数。これら
の著作によりサントリー学芸賞受賞。日本神経科学会より時実利彦記
念賞，日本認知科学会より独創賞，中山賞大賞受賞（2008 年）。

佐伯　胖（さえき・ゆたか）

田園調布学園大学大学院人間学研究科教授，公益社団法人信濃教育会
教育研究所所長，東京大学名誉教授，青山学院大学名誉教授。
◉ 1939 年，岐阜県生まれ。慶應義塾大学工学部卒業後，米国ワシン
トン大学大学院修了，Ph. D。専門は認知科学，保育学。青山学院大
学ヒューマン・イノベ ーション研究センター元所長。
◉『幼児教育へのいざない』（東京大学出版会），『イメージ 化による
知識と学習』（東洋館出版社）など著書多数。訳書：V. レディ著『驚
くべき乳幼児の心の世界―「二人称的アプローチ」から見えてくるこ
と―』（ミネルヴァ書房，2015 年）。

當眞千賀子（とうま・ちかこ）

九州大学大学院人間環境学研究院教授。専門は発達心理学。

講 演 の 動 画 は QR
コードよりご覧に
なれます．

■ディスカッションの記録動画
ディスカッションの模様は右の QR コードより動画でご覧になれます。QR コー

ド①は平面映像，QR コード②はパネリストとフロアとの双方の様子が閲覧でき

る全天周映像＊（一部）です。

＊全天周映像をご覧いただく際には，端末の Youtube 専用アプリで再生してください
（ブラウザからの再生では 360°再生はできません）。

①平面映像 ②全天周映像
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